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非平衡系 におけるス ピンコヒー レン ト表
柴田文明,高橋慶紀
量子力学的な演算子を,C一数の関数に射影 して,演算子の方程式の代わ りに,C一数
の方程式を考える方法 1)は, レーザー系の量子統計力学的な記述に広 く用いられている｡
スピン系に対 しても, Schwingerの方法を用いて,コヒーレント表示 2)を導入 し,
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ただし,lisは 軸方向に外場のかかっているときのハミル トニアン,HsBはスピンと




























って導入された generalized excess entropyproduction(GEEP)がよく用いられる｡
これは generalized excessentropy(GEE)の時間変化として, 物理的に構成するこ
とができるという利点を持つ｡いいかえれば, GEEPをcriterionとして用いることは,
物理的に明瞭な意味を持っGEEという量をLiapounoff関数 として用いることにほかな
らない｡しかし反面 (認EPは,安定性に対する十分条件をしか与えないという欠点を持
つOさらに GEEPはやはりPrigogine-Glansdorffによって導入されたgeneralev-
olution criterlon(GEC)に対するポテンシャルの役割を演 じることが期待される量
である｡すなわちGEEPひ時間微分がGECに等しくなっていればタ GEEPは GEEと
GECの双方に対する simultaueousなcriterionとなって具合がよい｡しかしながら,
実際は一般にはGECはGEEPの時間微分に等しくはなく,GEE- GEEP-GlCという
判定関数の連鎖には, あとの段階でギャップがある｡
この論文では,定常状態からのゆらぎXの regressivonに対する線形化された方程式
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